
§1．数量総括表

材質・規格 単位 数量 備考

補修工

断面修復工 左官工法 m3 0.065 防錆処理あり

ひびわれ注入工 低圧注入工法 m 2.70

シール材 kg 0.28

注入材 kg 0.03 エポキシ樹脂

注入器具 個 11.00

水切り設置工 m 52.00

あて板補修

鋼板 t=9mm SM400A kg 17.3

t=10mm SS400 kg 43.3

TCB M22×65 12

M22×70 12

M22×75 12

ボルト用穴明け φ24.5 孔 20

ボルトナット撤去 M22 組 20

エポキシ樹脂充填 m2 0.08

防護柵工

設置工

防護柵設置 m 53.20

カプセルアンカー 本 120

コンクリート削孔 孔 120 L=250mm

鉄筋探査工 m2 1.88

撤去工 防護柵撤去 m 53.20

カッター切断(防護柵) m 10.03

カッター切断(Co) m 16.80

はつり m3 0.08

Co殻処理 ｔ 0.18

無収縮モルタル m3 0.12

塗替塗装工

上部工 塗替塗装工 RC-Ⅱ m2 143.66

処分 塗膜くず kg 86.20 想定

廃プラ kg 17.24 想定

安全衛生保護具 電動ファン付呼吸用保護具 個 3.00 防塵と防毒の両方で国家検定合格品

呼吸用保護具用フィルター 個 54.00 有機ｶﾞｽ用吸収缶

使い捨て化学防護服 着 54.00 シューズカバー付き

化学防護手袋 組 54.00

種　　　　別

組



§1．数量総括表

材質・規格 単位 数量 備考種　　　　別

足場工

吊り足場 69.2 両側朝顔　タイプA1・E

69.2 防護工面積　タイプA1　床面シート張防護

養生シート 69.2 湿式塗膜剥離工用養生シート工

m2



§2．補修工

1．断面修復工 t=30mm

橋面

0.30×0.05+0.10×0.10 ＝ 0.025 ｍ2

床版下面

0.05×0.05×2+0.40×0.05+0.60×0.05+2.00×0.20+0.10×0.05×5 ＝ 0.480 ｍ2

0.10×0.70×2+0.30×0.05+0.60×0.05×3+0.20×1.40 ＝ 0.525 〃

0.05×0.05×4+0.10×1.20+0.40×1.40+0.50×0.60+0.10×0.30 ＝ 1.020 〃

0.60×0.20+0.05×0.05+0.20×0.05 ＝ 0.132 〃

合計 ＝ 2.182 ｍ2

体積 2.182×0.030 ＝ 0.065 ｍ3

2．ひびわれ注入工

床版下面

幅 0.2～0.5mm 延長 0.40+0.1+1.20+0.80+0.2 ＝ 2.70 ｍ

3．水切り設置工

※ウォーターカッター同等品以上

延長 26.0+26.0 ＝ 52.00 ｍ

4．あて板補修

鋼材

× × ×

× × ×

× × ×

TCB

×

×

×

・ボルト用孔明け(φ24.5)

N= (3+2)×4 ＝ 20 孔

・ボルトナット(M22)撤去

N= (3+2)×4 ＝ 20 組

・エポキシ樹脂充填 t=6mm

A1橋台

A= 0.09×0.1×4 ＝ 0.036 m2

A2橋台

A= 0.09×0.1×2+0.09×0.13+0.09×0.17 ＝ 0.045 m2

合計 ＝ 0.081 m2

§3．足場工

吊足場 両側朝顔　タイプA1・E

2.60×26.60 ＝ 69.2 m2

防護工面積　タイプA1　床面シート張防護

2.60×26.6 ＝ 69.2 m2

湿式塗膜剥離工用養生シート工

2.60×26.6 ＝ 69.2 m2

8PL 80 9 336

PL 74 9 100 4 PL-75×9を加工

60.6

PL-90×9を加工

L 125 90 10 336 8

重量
(kg)

5.65

5.23

16.10

15.2

2.1

43.3

形状
寸法
(mm)

員数 材質 摘要

SM400A

SM400A

SS400

単位重量
(kg/m)

合計

形状
寸法
(mm)

員数

22 75

M 22 65 12

12

12

M 22 70

M



◆　根拠図

◆　あて板補修使用鋼材：PL-80×9(PL-90×9を加工)

　　　　　　　　　　　　PL-74×9(PL-75×9を加工)
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◆　あて板補修使用鋼材：L-125×90×10



§3.　防護柵工（設置工）

（1）ガードレール（H=1.1m)

L=26.6+26.6 ＝ 53.2 ｍ

（2）ケミカルアンカー（埋込長L=250mm）

N= × × ＝ 120 本

（3）コンクリート削孔（φ32mm,L=250mm）

＝ 120 孔

（4）鉄筋探査工

A= × × ＝ 1.88 ｍ2

4 15

0.25 0.25 30

2



§4.　防護柵工（撤去工）

(1)　既設防護柵撤去延長

L= × 2 ＝ 53.2 m

(2)　カッター切断（既設防護柵切断)

N= 100×100 ＝ 28 本

(3)　カッター工（既設高欄切断）

L= 2 × × × × 2 ＝ 10.03 m

(4)　カッター工（既設防護柵取付部コンクリート：t=30mm）

L= （ ） × 28 ＝ 16.80 m

(5)　コンクリートはつり（既設防護柵取付部コンクリート：t=30mm）

V= × × × 28 ＝ 0.076 m3

(6)　Co殻処理

A= × ＝ 0.18 ｔ

(7)　無収縮モルタル

V= × × × ＝ 0.076 m3

V= × × π × × 28 ＝ 0.049 m3

0.124 m3

0.057

0.03

28

0.3 2

0.057

0.30

2.35

0.30

26.6

π 14

28

0.057 0.17

0.30 0.03

0.076

0.30



§5.塗替塗装工

※塗装面積の計算は、デザインデータブックの形鋼単位鋼重当たり表を参照。

 1.再塗装(RC-Ⅱ)

(1)主桁 (H-700x300x13x21
・単位長さ当たり鋼重 w= kg
・単位鋼重当たり塗装面積 a= m2/kg
・桁長 L= m ・本数 N= 2 本

 1)鋼重
W= x x ＝ kg

 2)塗装面積
A= x ＝ m2

※上フランジ控除による塗装面積
A1= m2 － x x ＝ m2

(2).横桁 ([-300x90x9)
・単位長さ当たり鋼重 w= kg
・単位鋼重当たり塗装面積 a= m2/kg
・部材長 L= m ・本数 N= 6 本

 1)鋼重
W= x x ＝ kg

 2)塗装面積
A2= x ＝ m2

(3)横構 (L-75x75x9)
・単位長さ当たり鋼重 w= kg
・単位鋼重当たり塗装面積 a= m2/kg
・部材長 L= m ・本数 N= 本

 1)鋼重
W= x x ＝ kg

 2)塗装面積
A2= x ＝ m2

(4)垂直補剛材他 
PL- 90x9x652 N=16
PL-200x9x400 N=21
PL-180x9x230 N= 4
a1= x x x ＝ m2
a2= x x x ＝ m2
a3= x x x ＝ m2
Σa= ＝ m2

 2.支承

・形状寸法 x
・本数 N= 本
・1支承当たり塗装面積 a= m2

A= x ＝ m2

塗装面積の合計
ΣA= ＋ ＋ ＋ ＋ ＝ m20.8

0.80
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◆　根拠図

◆　端(中間)横桁使用鋼材：［-300×90×9

断面図 S=1:20
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◆　主桁使用鋼材：H-700×300×13×24



6.　塗膜くず処分

6.1　塗膜くず処分（有害物質：鉛）

塗膜厚 t=100μm（平均；想定）

単重 ρ=1000kg/m3と想定

塗膜重量(W1)

第1径間 1000 x 0.000100 x = 14.37

塗膜剥離剤　標準仕様重 w=0.5kg/m2と想定（1回塗り）

塗膜剥離剤重量(W2)

第1径間 0.50 x = 71.83

86.20

※想定重量であるため、実績に合わせ変更すること。（試験塗施工を行う事）

6.2　安全衛生保護具
(1) 供用期間日数 算出

 塗膜剥離剤塗布･塗膜除去

設計数量 日当たり施工量 回数

143.7 / 50 x 1 = 3

 剥離剤及び塗料かす回収･積込工

設計数量 日当たり施工量

143.7 / 50 x 1 = 3

 素地調整

設計数量 日当たり施工量

143.7 / 58 x 1 = 3

9

・3人/パーティとしての算出例

電動ファン付呼吸用保護具 =
呼吸用保護具用フィルター x x =
使い捨て化学防護服 x x =
防護手袋 x x =
シューズカバー x x =

143.66

143.66

合計 kg

9

9
9
9

2
2
2

3
3
3

3
3 2

54
54

日

日

日

合計 日

組
個

54

個
個
着

54
3

kg

kg


